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晩秋の2005年 11月2日、西新宿のセンチュリーハイアット東京にて「第29回東京

旭川会総会・懇親会」が幕を開けた。昨年と同じ会場クリス匁L/Jレームには、定

刻より2時間以上前から世話役の幹事二十余名が集合し、開会前の用意をと

とのえるうち、会員各位がぞくぞくと詰めかけて、会場のあちらこちらでは

久し振りの談笑風景が見られた。
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［総
　
〈〓
　

一二
十
周
年
総
会
を
翌
年
に
控

え
た
今
回
は
、
開
会
前
か
ら
す
で
に
例
年
以

上
の
賑
わ
い
と
な
り
、
受
付
付
近
で
は

一
年

振
り
の
再
会
の
喜
び
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

午
後
六
時
、
司
会
を
務
め
る
安
井
規
雄
幹

事
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、

小
柳
事
務
局
長
か
ら

「平
成
十
六
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
」
（第
一
号
議
案
）
、

「平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
」

（第
二
号
議
案
）
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
茨
に

「会
長
任
期
満
了
に
つ
き
改

選
の
件
」

（第
二
号
議
案
）
に
入
り
、
会
場

か
ら

「留
任
を
お
願
い
し
ま
す
」
の
声
。

「東
京
旭
川
会
の
会
長
は
責
任
が
重
い
が
、

幹
事
の
皆
様
の
力
添
え
で
こ
こ
ま
で
続
け
て

こ
れ
ま
し
た
。
来
年
は
三
十
周
年
に
な
り
ま

す
の
で
、
次
の
二
年
間
も
皆
様
の
力
を
借
り

て
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

」
竹
原
会
長
の

挨
拶
で
拍
手
と
と
も
に
満
場

一
致
で
会
長
留

任
が
決
ま
り
、
総
会
は
終
了
し
た
。

一懇
親
会
］
　

松
原
幹
事
の
司
会
で
始
ま
っ

た
懇
親
会
は
、
来
賓
入
場
の
あ
と
に
竹
原
会

長
、
菅
原
旭
川
市
長
、
中
島
旭
川
市
議
会
議

長
の
挨
拶
が
続
く
。
菅
原
市
長
か
ら
は

「
旭
川
出
身
の
星
野
さ
ん
が
阪
神
コ
ー

チ
に
就
任
。
旭
山
動
物
園
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｘ
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

」

な
ど
、
旭
川
に
関
係
す
る
興
味
深
い
ニ

ュ
ー
ス
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
後
、
高
丸
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭
に
よ

る
乾
杯
と
な
り

一
〇
五
名
の
会
員
、
二
十

二
名
の
ご
来
賓

・
随
行
者
は
高
く
グ
ラ
ス

を
あ
げ
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
旬
の
素
材
を

活
か
し
た
豪
華
な
料
理
が
並
び
、
旭
川
ラ

ー
メ
ン
の
屋
台
、
郷
土
物
産
即
売
会
も
昨

年
同
様
に
大
人
気
。
旭
川
工
業
高
か
ら
東

京
旭
川
会
へ
贈
ら
れ
た
応
援
の
感
謝
状
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

一イ
ベ
ン
ト
］
　
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
松
原
愛

さ
ん
は
各
テ
ー
ブ
ル
を
巡
り
な
が
ら
笑
顔

一

杯
に
新
曲
披
露
。
茨
に
登
場
す
る
ポ
ー
ル
ス

タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
大
音
量
で
数
曲
を
演

奏
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
も
皆
さ
ん
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
空
く
じ
な
し
の
抽
選
会
が
始

ま
り
、
当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に

歓
声
が
上
が
り
、
い
や
が
う
え
に
も
盛
り

あ
が
っ
た
。

午
後
八
時
、
稲
村
旭
川
観
光
協
会
会
長

の
音
頭
に
よ
る

一
本
締
。
参
加
者
は
決

回
三
十
周
年
総
会
の
盛
会
を
期
し
、
去

り
が
た
い
思
い
を
残
し
つ
つ
家
路
に
つ

い
た
。



［旭
川
市
関
係
者
］

■
旭
川
市
長

■
旭
川
市
長
令
夫
人

■
旭
川
市
議
会
議
長

■
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭

■
旭
川
観
光
協
会
会
長

■

（株
）
旭
川
振
興
公
社
代
表
取
締
役
社
長

■
旭
川
市
商
工
観
光
部
長

■
旭
川
市
農
政
部
長

■
旭
川
市
東
京
事
務
所
長

■
旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課
主
査

■
旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課

■
旭
川
市
議
会
事
務
局
庶
務
課

■
旭
川
商
工
会
議
所
企
画
総
務
部
総
務
課
長
補
佐

■

（株
）
旭
川
振
興
公
社
総
括
部
長

冒
」来
賓
］

■
北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
長

■
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部
調
査
役

■
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会
長

■
北
海
道
国
際
航
空

（株
）
代
表
取
締
役
社
長

■
北
海
道
国
際
航
空

（株
）
東
京
支
店
長

■
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

の
０

営
業
推
進
部
専
任
部
長

■
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（株
）
秘
書
課
長

■

（株
）
ダ
ン
ケ
ジ
ャ
バ
ン
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

菅
原
　
功

一
様

菅
原
美
喜
子
様

中
島
　
哲
夫
様

高
丸
　
　
修
様

稲
村
　
健
蔵
様

和
嶋
　
正
幸
様

渡
邊
　
　
昇
様

吉
永
　
克
己
様

武
田
　
準

一
様

嘉
屋
　
昌
幸
様

大
西
　
広
朗
様

香
川
　
秀
頼
様

川
口
　
　
勤
様

自
岩
　
鉄
雄
様

杉
江
　
良
之
様

布
施
　
俊
幸
様

楢
木
　
秀
雄
様

滝
澤
　
　
進
様

猪
瀬
　
英
雄
様

手
島
　
孝
雄
様

秋
田
悠
紀
夫
様

山
本
　
勝
也
様

相
田
　
進

浅
黄
谷

剛
寛

秋
田
　
郁
雄

池
嶋
　
久
春

伊
塚
　
清

稲
葉
　
行
広

庵
原
　
皓
司

今
津
　
寛

今
村
　
謙

一

岩
田
　
公
雄

岩
垂
　
由
紀
子

岩
渕
　
清
司

岩
村
　
久
子

植
木
　
宏
昌

海
老
澤

美
智
子

太
田
　
明

大
野
　
武
夫

大
屋
　
道
夫

荻
　
達
郎

小
原
　
憲

一

柏
川
　
守

加
藤
　
桂
子

河
原
　
惟
臣

北
村
　
武
宏

木
下
　
泰
夫

工
藤
　
正
巳

栗
林
　
節
子

黒
崎
　
信
明

鴻
上
　
修

一

河
野
　
豊

小
林
　
小
容

小
柳
　
武
二

近
野
　
光
佑

作
田
　
雅
弘

桜
井
　
悠

佐
々
木
　
隆
博

佐
々
木
　
秀
典

佐
藤
　
幸
博

柴
田
　
光
枝

島
田
　
一景
明

清
水
　
智
子

白
倉
　
伸
也

菅
井
　
淳
介

宗
万
　
裕

鯛
瀬
　
国
幸

高
尾
　
榮
二

高
野
　
健
市

高
橋
　
保

高
橋
　
照
美

高
橋
　
文
子

高
橋
　
正
夫

高
白
田　
政
雄

武
田
　
陽
子

竹
原
　
茂
雄

高
橋
　
美
徳

田
村
　
正
士

高
田
　
保
　
　
　
　
松
浦
　
広
平

綱
島
　
正
寛
　
　
　
松
島
　
蔦

坪
井
　
美
樹
　
　
　
松
田
　
修

寺
田
　
英
子
　
　
　
松
田
　
勇
三

土
井
　
磨
智
子
　
　
松
原
　
愛

中
川
　
清

一　
　
　
松
原
　
茂
喜

伸
川
　
有
　
　
　
　
水
奈
月

順
子

中
村

泰
敏
　
　
　
南
　
む
つ
子

那
須
　
利
雄
　
　
　
茂
木
　
信
昭

西
木
戸
　
孝
夫
　
　
森
　
　
真
弓

西
田
　
育
子
　
　
　
森
　
　
陽

一

西
村
　
明
　
　
　
　
森
山
　
広
子

沼
形
　
英
男
　
　
　
安
井
　
規
雄

野
口
　
安
計
　
　
　
柳
本
　
正

野
作
　
雅
章
　
　
　
矢
野
　
孝

長
谷
川
　
明
子
　
　
山
崎
　
脩
五

原
　
　
公
朗
　
　
　
山
原
　
正
博

板
東
　
勝
利
　
　
　
山
本
　
剛

板
東
　
幸
子
　
　
　
横
倉
　
博

平
澤
　
民
義
　
　
　
横
田
　
茂

廣
野
　
虫員
之
　
　
　
横
峰
　
昇

福
田
　
源
治
　
　
　
吉
崎
　
与

一

藤
井
　
二早
司
　
　
　
士口
田
　
雅
俊

藤
井
　
勲
　
　
　
　
米
陀
　
徳
光

藤
原
　
博
　
　
　
　
和
気
　
敏
明

牧
田
　
紀
子

牧
野
　
哲
雄

牧
野
　
百
合
子
　
　
※
敬
称
略

ご
協
賛
ふ
』協
力
御
礼

旭
川
市
長

旭
川
市
議
会
議
長

旭
川
商
工
会
議
所

　

．

（社
）
旭
川
観
光
協
会

（株
）
旭
川
振
興
公
社

旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

旭
川
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
　
　
　
　
一

ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
旭
川

旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

北
海
道
国
際
航
空

（株
）

男
山

（株
）

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

（株
）

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

（株
）

藤
原
製
麺

（株
）

（株
）
サ
サ
キ
エ
芸

佐
賀
孝
郎
商
店

（有
）
本
間
不
動
産

（株
）
ダ
ン
ケ
ジ
ャ
バ
ン

オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
（株
）

今
野
醸
造

（株
）

（株
）
大
心
堂
雷
お
こ
し

毎
日
新
聞
社

池
田
町
東
京
事
務
所
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一
第

十

八

回

郷

土

訪

間

の

旅

東
一昇

〈曇

笛

撃

私
は
今
回
、
叔
母
と
二
人
で
こ
の
旅
に
参

加
し
ま
し
た
。
旅
の
参
加
者
は
総
勢
四
十
三

名
。
そ
の
中
で
も
最
年
少
、
小
学
生
の
大
野

君
の
か
わ
い
い
笑
顔
は
、
お
じ
さ
ん
・お
ば
さ

ん
達
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

旭
川
空
港
に
着
く
と
、
市
役
所
の
秘
書
課

の
方
々
の
出
迎
え
を
受
け
て
真
新
し
い
バ
ス

に
乗
り
、
市
内
の
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が
ら
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
ヘ
と
向
か
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

で
は
市
長
の
歓
迎
の
お
言
葉
を
頂
い
た
後
、

美
味
し
い
昼
食
を
頂
き
、
そ
の
後
希
望
者
は
、

旭
山
動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
入
園
す
る
と
、
小
菅
園
長
さ
ん

が
直
々
に
、
園
内
の
各
施
設
を
案
内
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
じ
め
は
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ
マ
の
餌
付
け
を
見
ま
し
た
。
大
き
な
ク
マ

が
水
中
に
飛
び
込
み
、
私
た
ち
の
目
の
前
の

ガ
ラ
ス
を
蹴
る
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
間
近
で
泳
ぐ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
姿
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
何
回
も
登
場
し
て
い
て

有
名
な
ベ
ン
ギ
ン
や
ア
ザ
ラ
シ
も
見
ま
し

た
。
ま
た
、
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
の
土
の
中
の
寝
姿

を
フ
タ
を
開
け
て
の
ぞ
い
た
り
、
キ
ツ
ツ
キ

に
生
き
餌
を
や
る
装
置
を
発
明
し
た
話
を
聞

い
た
り
も
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
フ
ク
ロ
ウ

の
繁
殖
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
や
、
エ
ゾ
リ
ス

を
動
物
園
で
増
や
し
て
自
然
界
へ
放
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
日
頃
聞
け
な
い
説
明
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
旭
山
動
物
園
が
今
の
人
気
を

得
た
事
に
皆
で
納
得
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
所
に
行
く

と
、
ち
ょ
う
ど
前
の
日
か
ら
綱
渡
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
二
歳
五
ヶ
月
の
も
も
ち
ゃ

ん
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
も
ち
ゃ

ん
は
お
母
さ
ん
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と

一
緒
に

綱
渡
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
、
私
た
ち

が
口
を
あ
ん
ぐ
り
開
け
て
見
て
い
る
中
を
、

お
父
さ
ん
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
ジ
ャ
ッ
ク
と

交
差
し
た
時
に
は
ロ
ー
プ
か
ら
落
ち
て
し
ま

わ
な
い
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
無
事
渡
り
終
え
た
時
に
は
皆
で
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
本
当
に
何
度
見
て
も
感
動
で
き

る
動
物
園
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
沢
の
日
か
ら
は
友
人
に
車
を
借

り
て
、
旭
岳
と
黒
岳
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
登

り
ま
し
た
。
そ
の
山
の
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

池
や
滝
、
残
雪
を
見
て
、
自
然
の
巧
み
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
旅
か
ら
帰
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
初
冠
雪
の
映
像
を
見
た
時
に

は
、
自
分
の
足
で
立
ち
、
日
に
刻
ん
で
き
た

緑
の
風
景
が
、
一
瞬
で
錦
絵
の
よ
う
に
紅
葉

と
雪
の
世
界
に
変
化
し
た
こ
と
に
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
感
動
、

出
会
い
を
く
れ
た
こ
の
旅
に
参
加
し
て
、
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
旭
川
市
の

皆
さ
ん
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

■旭川を訪問した参加者43名

東 京 旭 川 会
ゴ ル フ 親 睦 会 の ご 案 内

参加者の感想………東京近郊の素晴らしいコースでゴルフ

コンペ、メンバーは皆さん旭川近郊の出身。それだけで愉

快で楽しく意義のあるラウンドになります。今日はスコア

のことも全く気にせずに故郷の昔話に花が咲きました。

■ 開催 日

■ 場 所

■ 優 勝

■ 準優勝

■ 3 位

■ベスグロ

■ 開催 日

■ 場 所

■ 優 勝

■ 準優勝

■ 3 位

平成17年4月 6日 (水 )

武蔵富士カン トリー倶楽部 参加者19名

片桐紀恵 グロス100 HDCP25.20 ネット74口 80

細岡敏夫 グロス107 HDCP31.20 ネット75.80

秋山 武 グロス11l HDCP76口20 ネット76口 20

:石原幸雄 グロス 89

平成17年 10月 6日 (木 )

武蔵富士カン トリー倶楽部 参加者23名

横田 茂 グロス87 HDCP16.80 ネット70.20

湯浅  周 グロス92 HDCP19.20 ネット72.80

高橋 正夫 グロス91 HDCP18.00 ネット73.00

:国安 保 グロス 86■ベスグロ

■開催日 :平成18年4月 5日 (水 )

■場 所 :武蔵富士カン トリー倶楽部

8組 を予定 しており、振るっての参加お待ちしております。

●世話人幹事 :小柳 武二 (東京旭川会事務局長 )

丁EL 1 048口251口8605

■小菅園長のご案内を受けた旭山動物園 (オ ランウータン館)

■第31回 ゴルフコンペの参加者23名



甲

子

園

へ

の

夢

毎
年
、
盛
夏
に
全
国
の
郷
土
を
沸
か
せ
る

第
八
十
七
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

会
に
、
旭
川
工
業
は
北
北
海
道
代
表
と
し
て

四
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
か
ら
は
、
Ｏ
Ｂ
、
父
兄
、
プ
ラ

ス
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
な
ど
、
五
百
名
以
上
、

東
京
か
ら
は
旭
川
会
会
員
を
含
め
十
五
名
、

又
地
元
女
子
高
校
生
チ
ア
ガ
ー
ル
の
友
情
応

援
も
得
て
賑
や
か
な
ス
タ
ン
ド
で
し
た
。

初
日
第

一
試
合
で
愛
媛
代
表
済
美
高
校
と

対
戦
、
エ
ー
ス
中
山
は
、
立
ち
上
が
り
を
攻

め
こ
ま
れ
五
失
点
、
二

回
以
降
は
要
所
を
し
め

互
角
の
試
合
運
び
を
展

開
し
、
打
線
も
い
く
ど

も
好
機
を
つ
く
り
六
回

に
は
二
死
満
塁
と
な
り

応
援
席
を
沸
か
せ
た

が
、
６
対
Ｏ
。
声
援
空

し
く
初
戦
突
破
は
な
ら

ず
、
甲
子
園
の
壁
の
厚

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

長
い
歴
史
の
あ
る
こ

の
大
会
に
、
北
海
道
代

表
と
し
て
は
じ
め
て
出

場
し
た
の
は
、
旭
川
商

業
で
し
た
。
大
正
十
五

年
第
十
二
回
大
会
で

す
。
そ
の
頃
の
旭
川
市

は
人
口
も
少
な
く
市
民

あ
げ
て
の
快
挙
で
あ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ

東
京
旭
川
会
副
会
長
　
原
　
公
朗

ん
。
旭
川
駅
で
の
壮
行
風
景
が
眼
に
浮
か
び

ま
す
。

次
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
、
北
高
で
、

昭
和
三
十
五
年
第
四
十
二
回
大
会
で
す
。
更

に
北
高
は
昨
年
八
十
六
回
大
会
に
二
回
目
の

出
場
を
し
て
い
ま
す
。
最
多
出
場
校
は
六
回

出
場
の
旭
川
龍
谷
、
続
い
て
五
回
の
旭
大
校
、

二
回
の
旭
実
、
一
回
の
旭
南
で
す
。

故
郷
の
代
表
に
熱
い
声
援
を
送
り
真
紅

の
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
日
を
夢
見
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

春
高
バ
レ
ー
観
戦
記

平
成
十
七
年
二
月
二
十

一
日
、
第
二
十
六

回
春
の
高
校
バ
レ
ー
全
国
大
会
に
、
道
立
旭

川
東
高
等
学
校
男
子
バ
レ
ー
部
が
、
昨
年
に

続
き
二
年
連
続
で
出
場
し
ま
し
た
。

昨
年
は
初
出
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、　
一

回
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

何
か
期
待
で
き
そ
う
な
予
感
！
と
東
高
東
京

同
窓
会
、
東
京
旭
川
会
幹
事
の
有
志
が
応
援

ツ
ア
ー
を
組
み
集
結
。

晴
れ
の
舞
台
は
、
高
校
生
バ
レ
ト
ボ
ー
ラ

ー
の
夢
の
地

「代
々
木
」
の
第

一
体
育
館
。

対
戦
相
手
は
鹿
児
島
県
代
表
　
鹿
児
島
商
業

高
校
。
全
国
大
会
な
ら
で
は
の
南
北
決
戦
と

な
り
ま
し
た
。
熱
気
に
包
ま
れ
た
場
内
で
、

東
京
旭
川
会
幹
事
　
森
山
広
子

校
長
先
生
を
始
め
父
母
の
方
々
あ
わ
せ
て
六

百
人
の
応
援
団
が
、
保
護
者
の
会
が
用
意
し

て
く
だ
さ
っ
た
応
援
グ
ッ
ズ
を
手
に
懸
命
の

声
援
。
身
も
心
も
あ
っ
と
い
う
間
に
高
校
生

モ
ー
ド
！
　
序
盤
は
リ
ー
ド
す
る
展
開
で
私

達
も
興
奮
気
味
、
そ
の
後
追
い
つ
追
わ
れ
つ

の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
結
果
は
０
対

２
。
悲
願
の

一
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
得
点
の
度
に
選
手

の
皆
さ
ん
が
応
援
席
に
向
か
っ
て
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
を
送
っ
て
く
れ
た
姿
に
、
応
援
団
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
エ
ー
ル
を
送
る
と
い
う
感
動

の
シ
ー
ン
。

試
合
終
了
後
、
桜
前
線
通
過
中
の
快
晴
の

空
の
下
、
さ
わ
や
か
な
興
奮
を
胸
に
応
援
ツ

ア
ー
は
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
平
成
十

八
年
に
夢
を
の
せ
て
、
シ
マ
レ
ガ
ン
バ
レ
ー

西
高

男
子
バ

レ

ー
部

が

イ

ン
タ

ー

ハ
イ
全

二
〇
〇
五
千
葉
き
ら
め
き
総
体
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（八
月

一
～
五
日
）
は
、

全
国
か
ら
五
十
六
校
が
参
加
し
て
熱
戦
が

繰
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
西
高
バ
レ
ー
部
は

二
十
七
年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
で

す
。
会
場
の
千
葉
県
東
金
ア
リ
ー
ナ
は
朝
早

く
か
ら
全
国
の
応
援
団
が
駆
け
つ
け
て
い

ま
し
た
。
西
高
の
応
援
団
は
旭
川
か
ら
父

兄
や
、
千
葉
近
郊
の
同
窓
生
な
ど
六
、
七

十
名
が
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
出
場
校

の
応
援
の
垂
れ
幕
や
旗
が
掲
げ
ら
れ
熱
気

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
西
高
の

「燃
や
せ
旭

西
魂
」
の
垂
れ
幕
も
試
合
中
、
中
央
の
壁

に
掲
げ
ら
れ
、
試
合
を
盛
り
立
て
ま
す
。

国
大
会

出
場

！

第

一
試
合
は
七
年
連
続
十
八
回
目
の
尼
崎

高
校
と
の
対
戦
で
す
。
今
裕
監
督
、
近
藤
幸

雄
マ
ネ
上
ジ
ャ
ー
率
い
る
西
高
バ
レ
ー
部
は

強
豪
相
手
に
大
健
闘
で
し
た
。
盆

セ
ツ
ト
）

■
４
１
２
５
、
公
一セ
ッ
ト
）
２
■
‐
２
５
。

敗
者
復
活
戦
で
は
三
年
ぶ
り
十
四
回
出
場

の
地
元
の
船
橋
高
校
と
競
り
合
い
、
一
時
は

リ
ー
ド
を
奪
い
、
応
援
団
も
歓
声
を
上
げ
多

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
盆
セ
ッ
ト
）
２

３
‐２
５
、
（ニ
セ
ッ
ト
）
■
０
‐
２
５
。
惜
し

く
も
破
れ
ま
し
た
が
全
国
か
ら
勝
ち
抜
い
て

き
た
チ
ー
ム
を
相
手
に
溌
刺
と
し
た
試
合
ぶ

り
を
見
せ
、
観
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（旭
川
西
高
Ｎ
Ｋ
）

鷲 :|1距

■105夏旭工球児たちの甲子園 夢舞台で心ひとつにより転載

ななかまど 27号  2006.2



郷

土

が

期

待

す

る

プ

ロ

ス
パ

ー

松

浦

一
九
七
七
年
旭
川
市
生
、
現
在
、
Ｗ
Ｂ
Ａ

世
界
Ｓ
フ
ラ
イ
級
二
位
、
第
二
十
六
代
日
本

Ｓ
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
本
名
松
浦
広

平
。
リ
ン
グ
ネ
ー
ム
の
プ
ロ
ス
パ
ー
は
、
英

語
の
繁
栄
、
成
功
を
意
味
す
る
。

中
学
卒
業
と
同
時
に
、
周
囲
の
反
対
を
押

き
り
上
京
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
三
名
を
輩

出
し
た
ボ
ク
シ
ン
グ
界
の
名
門
、
国
際
ボ
ク

シ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
入
門
、
一両
橋
会
長

の
厳
し
い
指
導
の
も
と
、
昼
は
働
き
、
早
朝

と
休
日
に
練
習
に
励
み
実
力
を
蓄
え
た
。

初
戦
は
、
一
九
九
五
年
、
第

一
ラ
ウ
ン
ド

で
Ｋ
Ｏ
勝
の
好
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
得
意

の
武
器
は
連
打
戦
法
、
特
に
右
ス
ト
レ
ー
ト

は
、
一
瞬
で
相
手
を
マ
ッ
ト
に
沈
め
る
威
力

を
誇
る
。

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
間
の
九
試
合

は
無
敗
で
あ
り
、
実
に
七
戦
の
Ｋ
Ｏ
勝
を
挙

げ
、
つ
い
に
〇
三
年
四
月
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

七
ラ
ウ
ン
ド
で
マ
ッ
ト
に
沈
め
第
二
十
六
代

日
本
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
や
い
た
。

初
防
衛
に
は
失
敗
し
た
が
、
そ
の
後
の
試
合

は
Ｋ
Ｏ
勝
二
を
記
録
し
て
い
る
。

通
算
戦
績
は
三
十

一
戦
二
十
五
勝

（十
二

Ｋ
Ｏ
）
六
敗
。
〇
五
年
十

一
月
の
世
界
挑
戦

権
を
か
け
た
試
合
で
は
、
十
ラ
ウ
ン
ド
を
戦

い
力
を
出
し
切
れ
ず
判
定
で
敗
れ
、
本
人
反

省
し
き
り
。

「性
格
の
優
し
さ
が
災
い
し
て

い
る
。
今
後
は
出
稽
古
の
修
行
を
さ
せ
遅
し

さ
を
鍛
え
る
。

」
と
高
橋
会
長
の
談
。
後
援
会

は
上
野
近
在
の
方
々
で
結
成
さ
れ
て
い
る
。

東
京
旭
川
会
か
ら
も
大
い
に
応
援
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（取
材
）

原
　
公
朗

ピ去8平 萩

33a電黒
＝
Ⅷ一珊Ⅷ
一珊癬一畔檬環憾憚憔疎
一一一
一

■
会
　
長

¨
岩
渕
　
清
司

（８
期
）

■
連
絡
先

¨
河
原
　
惟
臣

（１０
期
）

〒
２
６
■
‐
０
０
■
■
　
千
葉
市
美
浜
区
真

砂
３
‐■
６
‐３
‐■
２
０
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
４
３
）
２
７
９
‐７
５
７
■

■
活
動
内
容

・
東
京
集
い
の
会

総
会

¨
一
一年
に
■
回
開

催
、
茨
回
は
２
０
０
７
年

・
ゴ
ル
フ
会

¨
年
■
回
開
催

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

＝
韓̈
一Ⅲ
出
一榔
職
場
＝
一臨
職
辮
出
一悧
＝
＝
一一
一

■
会
　
長

¨
大
田
　
明
（２
期
）

■
事
務
局

¨
東
京
都
中
央
区
銀
座
７
丁
目
■

■
番
■
０
号

（株
）
原
建
築
設
計
事
務
所
内

■
活
動
内
容

・
総
会
、
懇
親
会

¨
年

一
回

・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
旅
行
会

¨
年

一
回

・
会
報

『大
雪
山
』
発
行

一
年

一
回

・
母
校
へ
体
育
文
化
後
援
拠
金
を
寄
付
　
年

一
回
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=壽

製 鞭 G幽 い 曹 向 屋 柴

棚#躙  可/1薙
錘b町0町Oktth硝ndⅨ‖m t疹

奎ε
↑事基
ム 蔀k蒙 貪
ぺ 醸 数
l ホ ケま

駆蠣 躙 躙 悠隧餃ー 褥 i

五1聾|

茸難:菫轟:華]鸞攀難鮨珈難難難華華町
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高

校

の
東

京

同

窓

会

の
ご

案

内

一■
珊
燿
一燿
蝉
一一撒
嫌
憔
躙
一燃
鸞
■
一

■
会
　
　
長

¨
安
井
　
規
雄

（１７
期
）

■
事
務
局
長

¨
中
村
　
泰
敏

（１７
期
）

■
東
京
支
部

　̈
〒
■
０
５
‐Ｏ
Ｏ
Ｏ
■
　
港
区

虎
ノ
門
■
‐
８
‐
１３

虎
ノ
門
上
野
ビ
ル
３
階

安
井

・
好
川
法
律
事
務
所
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
３
）
３
５
８
０
‐
■
８
■
■

■
事
務
局

‥
Ｔ
Ｅ
Ｌ

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
４
）

２
９
２
２
‐
０
６
３
５

■
行
事
予
定

（決
定
分
）

・
平
成
十
八
年
四
月
九
日

（日
）

「第
１９
回

春
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
紫
ゴ
ル
フ
Ｃ
Ｃ

ｏ
平
成
十
八
年
四
月
二
十

一
日

（金
）
「第

■
回
平
日
シ
エ
ア
コ
ン
ペ
」
武
蔵
富
士
Ｃ
Ｃ

ｏ
平
成
十
八
年
七
月
十
五
日

（土
）
「第
４３

回
総
会
・
懇
親
会
」
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
七
年
に
お
け
る
会
員
数
は
３
、
６

３
７
名
。
昨
年
七
月
の

「第
４２
回
総
会

・

懇
親
会
」
は
過
去
最
高
の
２
８
３
名
の
出

席
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

一
曇

曇

　

轟

■
会
　
長

¨
大
江
　
誠

（２８
期
）

■
支
部
長

¨
横
田
　
茂

（３４
期
）

■
東
京
支
部

¨
〒
３
３
２
ｉＯ
０
２
■

埼
玉

県
川
国
市
西
川
ロ
ー６
‐・９
‐・９
　
横
田

茂
　
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
４
８
）
２
５
４
‐
０
２
６
８

■
行
事
予
定

・
平
成
十
八
年
五
月

第
５６
回
東
京
支
部
総
会
・懇
親
会
開
催

・
平
成
十
八
年
十

一
月

・
会
員
数

¨
約
■
、

５
０
０
名

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

一■
一洒高
‐‐‐等‐．一一蓋
灘
鼎
」

■
会
　
長

¨
綱
島
　
正
寛

（
〓
期
）

■
事
務
局

¨
〒
３
３
２
‐Ｏ
０
２
■

東
京
都

文
京
区
湯
島
３
‐２
０
‐２

（株
）
ツ
ナ
シ
マ
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
３
）
３
８
３
７
‐４
５
０
７

■
行
事
予
定

・
平
成
十
八
年
二
月

２４
回
総
会
・懇
親
会
」

蔵
門

・
平
成
十
八
年
四
月

二
十
五
日
（
土
）

「第

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半

五
日

（
水
）
「春
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」
武
蔵
富
士
Ｃ
Ｃ

現
在
の
会
員
数
は
約
２
、
０
０
０
名
。
平

成
十
七
年
二
月
開
催
の

「第
２３
回
総
会
・懇

親
会
」
は
３
６
０
名
の
出
席
者
数
。
■
９
９

９
年
に
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

「西
高

リ
ン
ケ
ー
ジ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

＝一瑯椰鳴一構欄一襦蝉柵一欄磁学中環蹴概一耶一一

■
支
部
長

¨
二
瓶
　
功
（昭
和
２９
年
卒
）

■
東
京
支
部

¨
〒
２
２
８
‐０
８
■
４
　
神

奈
川
県
相
模
原
市
南
台
５
丁
目
２
２
‐■
■

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
４
２
）
７
４
９
‐２
９
８
２

■
活
動
内
容

¨

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

http:〃 wwwEantdttnet



旭
山
動
物
園
に

「
ち
ん
ば

ん
じ
―
館
」
が
オ
ー
プ

ン

日
本
で

一
番
北
に
あ
る
旭
山
動
物
園
に

本
年
夏
に
誕
生
す
る

「ち
ん
ば
ん
じ
―
館
」

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
完
成
予
想
図
が
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

左
の
放
飼
場
は
擬
木
が
数
本
あ
り
、
自
由

自
在
に
チ
ン
バ
ン
ジ
ー
が
動
く
姿
を
空
中
ト

ン
ネ
ル
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
上
か
ら
も
下
か
ら
も
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
チ
ン
バ
ン
ジ

ー
と
お
見
合
い
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
？

右
側
の
室
内
展
示
場
は
主
に
冬
期
間
使
用

し
、
ス
ロ
ー
プ
状
に
ゆ
っ
く
り
降
り
な
が
ら

ガ
ラ
ス
越
し
に
チ
ン
バ
ン
ジ
ー
を
見
る
施
設

と
な
り
ま
す
。

現
在
工
事
中
で
、
サ
ル
舎
下
の
こ
ど
も
広

場
の
所
に
完
成
し
ま
す
。
そ
の
建
設
の
た
め
、

ダ
チ
ョ
ウ
と
く
も
ざ
る
館
の
間
の
道
を
た
く

さ
ん
ダ
ン
プ
カ
ー
が
通
る
関
係
か
ら
十

一
月

二
十
八
日
よ
リ
ク
モ
ザ
ル
が
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
に
も
新
正
門
、
東
門
、
西
門
の
工

事
が
計
画
進
行
中
で
す
。

■h‖ pノ′知明wECity.asahikawa口 hokkaido.ip/filesノ asahiyamazooノ

■「ちんばんじ―館」完成予想図

＝
難

鑢

留

ん

¨
んう…たおら

【がさい】…できの悪い。安つぽい。
《例》この車安いだけあって内装ががさいわ

北

海

道

方

言

辞

典

【
力

行

】

【かじかむ】…凍えて手足が痺れる。
《例》しばれて手がかじかんだべさ

【きかない】・̈気が強い。
《例》あそこの嫁さんだら、ホントきかないもな～

【か巧)け る】・̈人のせいにする。
《例》お前なら、すぐそ～やって人にかつけるもな～

【きもやける】…ぃらいらして腹立たしい。
《例》阪神対巨人見てたらきもやけてきもやけて

【かっちゃく】・̈ヮlっ掻く。
《例》猫にかっちゃかれた傷が痛いよ～

【げっぱ・げれっぱ】…最下位。びり。
《例》またげっばか。ホントにお前は運動神経ゼロだもな

【かまかす】・̈かき混ぜる。攪拌する。
《例》このスプーンでよくかまかしたほうがいいよ

【こわい】…疲れる。体がだるい。
《例》久しぶりに走ったらこわいね

【かやる】…ひっくり返る。倒れる。
《例》そんな積み方じゃあ、荷物がかやってしまうべさ

【ごしょいも】…じゃがぃも。馬鈴薯。 【がおる】・̈疲れてやつれる。
《例》あいつだら頑張りすぎてがおってるべや
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東
京
～
北
海
道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

●

更

に
充
実

！

東
京
と
札
幌

ｏ
旭
川

ｏ
函
館
を
結
ぶ
、
便
利
で
安
く
て
快
適

な
フ
ラ
イ
ト
で
お
な
じ
み
の
エ
ア

・
ド
ゥ
が
い
よ
い
よ
道
東
ヘ

そ
の
翼
を
広
げ
ま
す
。
２
月
１
０
日
、
羽
田
～
女
満
別
線
就
航

で
す
。
世
界
遺
産

・
知
床
へ
、
旭
川
線
と
の
組
み
合
わ
せ
で
よ

り
広
が
っ
た
北
海
道
へ
の
旅
行
プ
ラ
ン
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

エ

ア

・
ド

ゥ

ス

ペ

シ

ャ

ル

￥

１

０

０

０

０

１

旭
川
線
ほ
か
全
路
線
に
設
定

ハ′RD

「北
海
道
の
翼
」
エ
ア
・
ド
ゥ
（北
海
道

国
際
航
空
株
式
会
社
）
の
旭
川
線
は
旭
山
動

物
園
の
人
気
も
あ
っ
て
、
就
航
以
来
年
々
多

数
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
他
社
よ
り
も
安
い
運
賃
設
定
で
皆
様
よ

り
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
多

数
の
割
引
運
賃
の
中
で
も
人
気
の

「
エ
ア
・

ド
ゥ
ス
ペ
シ
ャ
ル
￥
■
０
０
０
０
」
運
賃

（搭
乗
日
の
４
５
日
前
ま
で
の
予
約
が
必
要
）

を
全
路
線
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

All‐
,91事 1事|||11摯|1書1事||1事1琴|||(平1宇

1平}

■ 片道運賃…………………¥28,000

■ 往復運賃 (右記× 2)… ¥24,000

■ Jヽ児運賃…………………¥14ヮ 000

■ DOバ リュー 1… ……… ¥22,000 (前 日までに予約 )

■ DOバ リュー7… ……… ¥20,000 (7日前までに予約 )

■ DOバ リュー21… …… ¥18,000 (21日 前までに予約)

■ AIR D Oス ペシャル…… ¥10,000 (45日 前までに予約)

■ 道民害J引 …………………¥23"000

■ DOシルバ……………… ¥19り 500

※上記運賃に「航空保険特別料金」 1名 1区間300円 、「羽田空港旅客施設使用料」

大人100円、子ども50円が別途必要です。

※多客期は運賃が異なります。

※片道運賃・小児運賃・道民割引 ODOシルバー以外の運賃は設定のない期間・

便がございます。その他、詳しい適用条件等につきましては予約センター・ホー

ムベージ・旅行代理店でおたずね下さい。

●フリータイヤル:0120‐ 057口333

●丁EL:03日 3490日 1122

●営業時間 :6:30～22100

●URL:www.airdo21.com

旭
川
４
大
河
川
の
ひ
と
つ
「忠
別
川
」
は

大
雪
連
山
か
ら
の
冷
た
く
澄
ん
だ
水
が
、
米

ど
こ
ろ
・東
川
町
と
、
花
の
町
・東
神
楽
町
の

境
を
流
れ
、
旭
川
市
内
で
石
狩
川
に
合
流
し

て
い
る
。
そ
の
水
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
な
ど

の
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
み
、
古
く
か
ら
農
業

に
役
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

「忠
別
川
」

に
新
設
さ
れ
た

「新
神
楽
橋
」
は
国
道
３
９

号
線
と
国
道
２
３
７
号
線
を
結
ぶ
重
要
な
幹

線
道
路
で
あ
る
大
雪
通
に
位
置
す
る
。
沿
線

に
は
、
エ
レ

・
ナ
ラ
な
ど
の
天
然
の
美
林
と

約
５
０
０
本
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
を
有

し
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
神
楽
岡
公
園

（大
正
■
４
年
開
設

・
面

積
約
４
３
訂
）
や
、
上
川
神
社
等
が
あ
り
、

初
詣
、
上
川
神
社
例
大
祭
、
観
桜
、
歩
く
ス

キ
ー
等
、
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

「初
代
神
楽
橋
」
は
当
初

「神
楽
岡
公
園

橋
」
と
称
し
、
大
正
５
年

（■
９
■
６
）
６
月

に
長
さ
約
９
０

ｍ
幅
約
３
・６

ｍ
の
木
橋
と

し
て
誕
生
し
た
。
大
正
期
か
昭
和
初
期
の
絵

葉
書
に
は

「神
楽
岡
公
園
弁
天
橋
」
と
あ
る

が
、
絵
に
も
な
る
よ
う
な
美
し
い
橋
と
清
流

で
あ
っ
た
の
で
、
弁
天

（弁
財
天
）
～
河
川

の
女
神
の
名
、
七
福
神
の

一
人
で
財
福
の

天
女
、
転
じ
て
美
人
～
と
呼
ん
だ
と
思
わ
れ

る
。
昭
和
８
年
の
降
雨
と
融
雪
に
よ
る
出
水

の
た
め
、
左
岸
側
の
橋
台
が
５
～
６
ｍ
流
失
。

そ
の
後
更
に
約
２
０

ｍ
に
わ
た
っ
て
流
失
す

る
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
翌
昭
和
９
年

（■
９

３
４
）
に
永
久
橋

（長
さ
■
０
８

ｍ
・
幅
８

ｍ
）
に
架
換
さ
れ
た
。
こ
の

「二
代
目
神
楽

橋
」
は
灯
籠
型
の
照
明
や
寺
社
建
築
の
高
欄

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
欄
干
な
ど
風
格
の
あ
る

橋
で
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、

昭
和
４
５
年

（■
９
７
０
）
の

「先
代
神
楽

橋
」

（長
さ
■
７
５

・
６

ｍ
・
幅
８

ｍ
）
架

設
に
よ
り
姿
を
消
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の

「先
代
神
楽
橋
」
も
特
徴
的
な
擬
宝

珠
型
の
親
柱
を
有
し
、
市
街
地
と
神
楽
岡
公

園
、
上
川
神
社
を
結
ぶ
連
絡
橋
と
し
て
、
宮

前
跨
線
橋
と
共
に
市
民
に
と
っ
て
密
接

・
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
の
進
行
に
伴
い
恒
常
的
な
渋

滞
が
発
生
し
、
か
つ
簡
易
的
な
片
側
歩
道
ゆ

え
の
交
通
事
故
等
も
多
く
発
生
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
旭
川
駅
周
辺
開
発
整
備
事
業
（北
彩

都
あ
さ
ひ
か
わ
）
に
お
い
て
新
た
に
形
成
さ

れ
る
行
政
拠
点
ゾ
ー
ン
に
ア
ク
セ
ス
す
る
路

線
と
な
り
、
こ
れ
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

「新
神
楽
橋
」
（長
さ
２
８

０

・
８

ｍ
・
幅
■
８

・
５
～
４
５

・
５

ｍ
）

は
平
成
９
年

（■
９
９
７
）
に
着
手
、
平
成

■
５
年

（２
０
０
３
）
に
開
通
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
既
存
の
「忠
別
橋
」
、
「神
楽
橋
」

を
含
め
た

「都
市
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
５
橋
」
の

う
ち
新
設
予
定
の
三
橋
の
中
で
最
初
に
開
通

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
北
彩
都
あ
さ
ひ
か
わ

事
業
に
お
け
る
重
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

「都
心
オ
ア
シ
ス
の
形
成
」
を
踏
ま
え
、
忠

別
川
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
豊
か
な
様
相
を

活
か
し
、
自
然
と
都
市
と
人
と
が
融
合
す
る

空
間
整
備
を
橋
の
デ
ザ
イ
ン
等
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
例
え
ば
低
水
路
内
の
橋
脚
を
な
く

す
こ
と
や
桁
の
厚
さ
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り

開
放
感
を
強
調
し
、
近
接
す
る
神
楽
岡
公
園

に
馴
染
み
の
良
い
眺
望
を
確
保
す
る
た
め
、

ア
ー
チ
ラ
イ
ズ
を
低
め
の
高
さ
に
抑
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
お
、

「先
代
神
楽
橋
」
は

長
大
橋
で
あ
る

「新
神
楽
橋
」
と
調
和
を
保

ち
つ
つ
、

「忠
別
川
」
右

・
左
岸
を
結
ぶ
自

転
車
歩
行
者
連
絡
橋
と
し
て
有
効
活
用
し
、

引
き
続
き
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。



旭 紀

平成天皇の内親王、紀宮

さまは平成 17年 2月 25
日、私的な旅行のため北海

道入りし、午後 2時過ぎか

ら旭山動物園を訪問されま

した。        .
紀宮さまが旅行で北海道

を訪れるのは 14度 目です

が、旭山動物園を見学する

のは今回が初めてで、学生

時代の友人と一緒に菅原市

長や小菅園長の案内で「ペ

んぎん館」や「あざらし館」、

「ホッキョクグマ館」など

を見学し、雪の上を散歩す

るペンギンの後をついて楽

しそうに歩いたり、アザラ'

シの生態などについて熱心

に質問されていました。

宮
さ
ま

山
動
物
園
を
訪
問

国
園
隠
目

昭
和
５
０
年
頃
、

「在
京
旭
川
出
身
者
の

集
ま
り
を
」
と
の
声
か
ら
、
発
起
人
数
名

の
ご
尽
力
に
よ
り
昭
和
５
２
年
■
０
月

「東
京
旭
川
会
」
が
発
足
し
、
先
輩
の
方
々
、

会
員
の
方
々
の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
今

年
３
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
に
、
同
じ
郷
土
出
身
者
と

し
て
世
代
を
越
え
た
交
流
ｏ
親
睦
を
深
め
、

楽
し
い
懇
談
の
場
と
し
て
末
永
く
歩
み
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
総
会
時
に
は
何
か
記
念
品
を
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
■
７
年
に
新
設
さ
れ
た
東
京
旭
川

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
今
後
も
東
京

旭
川
会
の
活
動
、
総
会

・
懇
親
会
の
写
真
、

旭
川
関
連
リ
ン
ク
な
ど
、
会
員
の
皆
様
に

向
け
て
多
彩
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
く
予

定
で
す
。

「な
な
か
ま
ど
」
共
々
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

５
一マ
ミ
〓重
二
等
る
調
善
一庁
雲
諄
ユ
お
８

●
平
成
■
８
年
４
月
５
日

（水
）

「第
３
２

回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
武
蔵
富
士
Ｃ
Ｃ
に
参
加

希
望
の
方
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
し

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

］日”一一一一一５「曰く一Ｎ∞∞〇巨Ｘ一〇。一一〇一・一①。」づ
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「北彩都あさひかわ」に

旭川市科学館「サイパル」

が、昨年 7月 23日 にオー

プンしました。

建物の規模は旧青少年科

学館のおよそ2倍。「ふし

ぎからはじまる科学との出

会い」をテーマに、最先端

の科学技術を駆使した数々

の展示やプラネタリウムが

人気を呼んでいます。

ォープン以来市外からも

多くの人々が訪れ、オープ

ンからわずか 3か月で入館

者数がのべ 30万人を突破

しました。年度内に20万

人という当初の予想をはる

かに上回る早さで40万人

を超える入館者が見込まれ

ています。
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この表彰は旭川市の発展

に長年にわたり顕著な功績

があった方をたたえ、その

功績を末長く顕彰するもの

です。

佐々木さんは平成 2年に

衆議院議員に当選 して以

来 ,同 17年まで 5期 15

年余りにわたり衆議院議員

を務め、その間、法務政務

次官をはじめ、沖縄・北方

問題に関する特別委員会委

員長や内閣常任委員会委員

長、決算行政監視常任委員

会委員長などを歴任し、国

政を通じて本市の発展に尽

力しました。

表彰式は 10月 24日 に

行われ、菅原市長から表彰

状と功労章が贈られました。
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旭川空港に就航した国際

チャーター便は、平成 12

年の 11便から、 13年 1

9便、 14年 81便、 15

年 187便、 16年 378
便と毎年急激に増え続け今

年度 (予定)は 467便 ま

で増加し、世界の国々から

多くの観光客が訪れていま

す。

また9月 には、香港から

旭川空港への初のチャータ

ー便が就航しました。従来

からの台湾、韓国に続く就

航によリアジアの国々がさ

らに身近になりました。
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